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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静電気防止剤各1％溶液に50℃で30分間浸漬（浴比50
　　　　　　　　　　緒　　　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）し，絞率100％，そのまま室温で乾燥した．

　著者らは現在市販されている各種帯電防止剤，及び防　　　防水加工：

水剤が織物の汚れに及ぼす影響を知るため，汚れ試験と　　　シリコソ系樹脂Polon　MF－2A　20％溶液，触媒Polon一

して乾式のカーボンの付着，洗濯によるこれら汚れの離　　OZ　10％（防水剤に対して）の浴中に10分間浸漬（浴比

脱の状態を試験した結果について報告する・　　　　　　50：1）し，絞率100％80℃～1時間乾燥後，150℃～2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分間キュアした．
　　　　　　　　試料および実験方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．帯電圧の測定

　1．　試料の作製　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同一試料間で3回摩擦し，その時発生した静電気を集

　表1に示す綿，絹，レーヨン，ポリエステル，ナイロ　　電式電圧測定器KS－325型で測定した．

ンの平織を次の如く精練処理した．浴比50：1のマルセ　　　4．　汚れ試験

ル石けん（1％o・w・f・）・炭酸ナトリウム（5％o・　w・　f・）　　綿研式織物汚染試験機を使用し，試料9。m×9。m，ガラ

の溶液中に浸漬し，80℃～60分煮沸処理後，水洗　室　　ス球100g，カーボンブラック　（玉川圧縮C級ランプブ

温乾燥した．次に表2の帯電防止剤及び防水剤で加工し　　ラック）1gを入れ，各種時間（2分，5分，10分，20

たものを試料とした．　　　　　　　　　　　　　　　　分，30分，60分）汚染した．

　2．加工方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．洗濯試験

　帯電防止加工：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニュービーズ洗剤0，8％溶液（浴比100；1）で東洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1試　　料

番　　・手 密度（本／cm＞　　　　項目

ﾞ料 た　て よ　こ たて よこ
組織 重量（9／c耐） 厚さ（mm）

綿 40’s 40’s 11．3 25．6 平織 0．0065 0，334

絹 140／2de 66de 45．6 37．0 平織 0．0020 0，207

レ　ー　　ヨ　ン 50de 120de 37．6 32．0 平織 0．0035 0，202

ポリエステル 50de 70de 39．3 34．3 平織 0．0013 0，093

ナイ　ロ　ン 50de 50de 47．6 37．0 平織 0．0010 0，103

衣料管理研究室
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表2　加　工　剤

防水

ﾁ工剤

シリコン系

�@　　脂
Polon　MF－2A

エレノンNα10

　　　，

Aニオン系 エレノンNα19M

エレノンNα1003

帯
電
防
止
　
加
　
工
　
剤

カチオン系 カチオーゲンL

非イオン系 エレノンNα20

アモーゲンNα8

両　性　系

アモーゲンK

精機acceleratorを使用し，5分間常温洗濯し，水洗5

分間後，室温乾燥した．汚れの程度は測色色差計算機

ND－101　DC型（日本電色）で色差（A・E）を測定した・

汚れの離脱の程度は次式で求めた．

　　汚れの離脱率（％）一（・一絵）・・・・……（・）

　　　　　　　　　　　　　4E，：洗濯前の色差

　　　　　　　　　　　　　AE2：洗濯後の色差

　6．加工剤の付着量測定

　付着量は10cm×10　cmの大きさのものを80℃で2時

間乾燥後，冷却した試料を用いて，常法（ソックスレー）

によるアルコール，ペソゼソ（50：50）で3時間抽出す

る方法で行ない，風乾後，105℃～2時間乾燥した．付着

量は次式で求めた．

　　　　付着量（％）遇譜・…　……（・）

　　　　　　　　　　　　W。：抽出前の試料重量

　　　　　　　　　　　　Wx：抽出後の試料重量

付着量は表3の如くである．

実験結果及び考察

1．帯電圧と加工剤の関係

表3　加工剤付着量（％）

　　　　　、

　　　　　項　目
ﾁ工剤

綿・ 絹 レーヨン

ポリエ　ースアル

ナイロン

シ　リ　コ　ン 6．03 7．96 5．19 3．72 3．96

エレノンNα10
iアニオン系）

1．04 6．17 0．57 0．87 1．40

エレノンNα19M
iアニオン系）

1．79 2．74 1．11 0．98 1．63

エレノンNQ　20
i非イオン系）

9．00 6．58 11．5 9．62 10．5

エレノンNQ1003
iアニオン系）

2．28 0．36 0．58 0．67 0．70

アモーゲンNα8
i両　性　系）

1．83 0．55 2．43 3．39 3．38

アモーゲンK
i両　性　系）

1．36 8．43 4．93 1．02 1．07

カチオーゲンL
iカチオン系）

1．79 3．51 2．47 0．72 1．58

　図1に示すように各種帯電防止剤は未処理に比較して

多少その効果は認められる．この場合比較的効：果の大き

いものは1エレノソNQ．10，　No・19　M，　No・20・No・1003
　　　　’｝’
でアニう懸のものは少なく・　iilli性・カチオソ系のもの

はそれ程帯軍防止効果はない．　（図1）

　2．帯電防止加工と汚れの関係

　天然繊維織物のシリコン防水の場合のAEを示すと図

2の如くで，各経緯値の対教で表示すると図3の如くな

り，初期の汚染以外は直線で表示されるから次の式が成

立した．

　　　　∠tE＝Ktn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・…　tt（3）

ここでKは初期の汚染度，nは汚染速度恒教，　tは汚染

時間を示す．そこでlo9　t→0に外挿した10g　AE＝log

K，と直線の傾斜からnを求めると表4の如くになった．

　これらの結果を見ると，初期汚れlo9　Kの大きいも

のは，その後の汚れ速度恒数は比較的小さく，又汚れ

防止には表4で示す如くアニオン系のものがよい．ただ

し，綿は非イオン系，ポリエステルはシリコンがよい．

今，帯電圧と汚れの関係を求めると，図4の如くで，負

の帯電の大きいものが汚れ易く，正の帯電ではその電圧

に余り関係しない．従って，乾式のカーボソは主として

㊥に帯電していることになり，材料別には綿，レーヨン，

ポリエステル，ナイロソの順に汚れが少なくなっている．

　3．洗濯による汚れの離脱効果

　各種加工布の汚れの離脱状態を洗濯前と洗濯後で比較

すると図5－a～図5－cの如くで，シリコン加工したもの
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　　　　　　　　　（レーヨン）　　　　　　　　　　　　図6－d　各種帯電防止剤と洗濯による離脱効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ポリエステル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　表4　帯電防止剤と汚れの関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）：カーボンの離脱

綿 絹 レーヨン ポリエステル ナイロン
　　　　項　目

ﾁ工剤
logK n logK n 10gK n IogK n 10gK n

未　　加　　工 1．32 0．15 1．40
0．Ol

i一）
1．30 0．10 1．20 0．27 1．28 0．01

シ　リ　コ　ン 1．62 0．12 1，56° 0．10 1．40 0．10 匝 0．40 1．38 0．22

エレノンNα10
iアニオン系）

1．39 0．12 1．32 0．27 1．24 0．30 1．40 0．10 囮 0．10

エレノンNα19M
iアニオン系）

1．39 0．08 國 0．30 圓 0．35 1．34 0．15 1．34
0．08

i一）

エレノンNQ　20
i非イオン系） 画 0．40 1．32 0．07 1．44 0．10 1．42 0 1．43 0．05

エレノンNα1003
iアニオン系）

1．39 0．10 1．38 0．20 1．22 0．33 1．34 0．05 1．34 0．03

アモーゲンNo　8
i両　性　系）

1．34 0．15 1．30 0．10 1．20 027 1．27 0．06 1．18 0

アモーゲンK
i両　性　系）

1．42 0．10 1．28 0．10 匝 0．40 1．40 0 1．20 0．20

カチオーゲンL
iカチオン系）

1．59 0．03 1．33 0．20 1．40 0．10 1．47 0．06 1．20 0
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は全試料の中で他の加工剤と比較して汚れやすく，おち

にくく，洗濯効果があまり得られなかった．ポリエステ

ル，ナイロンは綿，レーヨソ，絹より汚れの程度も少な

く，洗濯効果も全般的に良好であった．汚れの離脱率を

（1）式で求めると図6－a～図6－eの如くで，綿織物は未加

工が一番良好で，絹織物ではアモーゲソK，レーヨソ織

物ではアモーゲソNo．8．ポリエステル織物ではエレノ

ソ　No．1003，アモーゲソK，ナイロン織物ではエレノ

ソNo．10が洗濯し易い，従って初期の汚れと洗濯によ

る離脱とは一一定の関係は見出し得なかった．

総 舌手

　各種織物に各種帯電防止加工及び防水加工した場合，

これらが各々織物の汚れにどのような影響を与えるかを

知るため，帯電圧，汚染度，汚れの離脱度等について実

験し，次の結果を得た．

　1）乾式カーボソによる汚れ試験では負に帯電するも

のは汚れ易く，正の帯電のものは帯電圧とは余り関係が

ない．

　2）　尚一般的には（特殊品は別として）アニオン系，

両性系の帯電防止剤が汚れが少なく，洗濯による離脱状

態は一定の関係はない．

　以上は乾式のカーボンの場合で，実際の汚れの如く油

脂性のもの，蛋白質系のもの等については尚実験して見

る必要がある．

　本研究にあたり，実験を担当していただいた斉藤和子

氏，横田早苗氏に感謝します．ご指導いただきました元

本学教授，長野正満博士に深謝申し上げます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summery
Thi，　p。p，，　d・，c・ib…he　anti・t・ti・・eff・・t・・f・h・f・b・i・（C・tt・n，　R・y・n，　Silk，　P・ly・・t・・a・d　Nyl・n）丘・i・h・d

with　the　anti，t。ti。，（EI・n・・N・．10，　N・．19　M，　N・．20，　N・．1003，　Am・g・n　N・・8，　K・Kachi・9・n　L）・nd　P・1・・

MF－2A　as　the　water　proo丘ng　on　the　soil　adhesion　and　removal　properties　of　these丘nished　fabrics　respectively．

The　e】ect，i。　p・t・・ti・1　diff・・e・ce（th・・h・・g・d・・it・g・），　th…ili・g　P・・P・・ty・nd　th・d・t・・g・n・y　w・・e　e・p・・im・nt

ed　and　following　conclusions　were　obtained．

1）1。th・，・ili・g・xp・・im・nt　wi・h　th・d・y　ca・b・n，　itw・・ea・yt…il　wh・n　th・f・b・i・was　ch・・g・d・・g・tive

and　in　the　case　of　the　one　was　charged　negative，　the　soil　quantity　was　increased　with　increasing　the　charged

。。1・、g。．　H。w・…，i・was　n・t　the　apP・eci・b1・・el・・i・・b・・ween・he　ch・・g・d・・lt・ge　and・h・・n・w・・ch・・g・d

posltlve・

2）1。g。n・・al，・h・f・b・i・w・・t・eat・d　with　the　ani・・ic　anti・t・ti・丘・i・h・nd　th・・mph。t・・i・丘・玉・h　w・・e・・il・d

。littl，　q。。ntity．　It　w・・n・t・b・e・v・d　the　ce・t・i・・el・ti・・b・tween　th・i・iti・1・・il・・d　th・・t・t・・f　th…il

removal　by　laundering．

　This　study　was　only　the　experiment　with　the　dry　cardon　as　the　sohd　soi1。　However，　in　fact，　it　is　necessary

to　take　the　experiment　with　the　oil　soil，　the　protein　and　mixed．
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